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理
由
の
説
明
』
等
が
、
現
場
で
き
ち
ん
と
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
検
証
が
必
要
と
な
る
。

す
で
に
調
査
活
動
も
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
何

よ
り
も
現
場
に
お
け
る
取
り
組
み
が
鍵
を
握
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
各
級
機
関
は
一
次
試
験
結
果

の
調
査
を
迅
速
に
行
い
、
実
態
検
証
を
強
め
る
と

共
に
、
改
め
て
公
平
・
公
正
な
対
応
を
要
請
し
、

組
合
員
の
負
託
に
応
え
、『
国
労
で
合
格
』
を
強
め

よ
う
。

一
八
年
度
第
一
次
試
験
は
す
で
に
終
了
し
、
例
年

通
り
だ
と
、
こ
の
八
月
中
旬
に
結
果
が
発
表
さ
れ
る
。

前
年
度
は
昇
進
事
件
の
和
解
と
あ
わ
せ
合
格
率
も

四
倍
に
な
っ
た
も
の
の
、
今
年
度
の
試
験
結
果
が
大

変
重
要
と
な
り
国
労
と
し
て
大
変
注
目
し
て
い
る
。

和
解
に
あ
た
っ
て
取
り
交
わ
し
た
『
確
認
書
』
で

は
、
い
く
つ
か
の
点
で
従
来
の
取
り
扱
い
の
改
善
に

努
力
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

『
受
験
環
境
の
整
備
』
や
『
不
合
格
の
場
合
の

そ
の
後
六
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
交
流
を
行
っ

た
。
分
散
会
の
中
で
は
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
組

織
拡
大
の
取
り
組
み
を
各
自
が
報
告
。
中
間
的
な

総
括
を
深
め
る
と
共
に
、
今
後
に
向
け
た
課
題
を

確
認
し
あ
う
も
の
と
な
っ
た
。

全
体
会
議
で
は
三
つ
の
分
散
会
報
告
を
受
け
、

「
国
労
ミ
ニ
カ
ー
ド
を
渡
せ
ず
に
い
る
と
、
あ
る
新

規
採
用
か
ら
『
私
に
は
カ
ー
ド
を
も
ら
え
な
い
の
で

告
の
拒
否
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境
に
何
ら
か
の
動
き

が
あ
る
が
、
方
針
を
踏
ま
え
て
真
っ
直
ぐ
に
進
ん
で

い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
東
京
地
本
・
阿
部
委
員
長
は
「
①
昇
進
試
験

の
現
状
、
②
今
年
の
新
規
採
用
者
に
対
す
る
会
社
の

対
応
の
変
化
と
、
役
員
だ
け
で
な
く
組
合
員
全
体
の

取
り
組
み
、
③
七
月
一
日
に
開
催
し
た
『
組
織
拡

大
・
労
働
条
件
改
善
経
験
交
流
集
会
』
の
中
で
『
東

労
組
の
若
い
社
員
は
国
労
に
大
き
く
期
待
し
て
い

る
』『
労
組
に
対
し
て
無
関
心
で
は
な
く
非
常
に
よ

く
観
察
し
て
い
る
』
の
で
大
胆
に
国
労
加
入
を
呼
び

か
け
よ
う
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
国
労
本
部
・
吉
田
書
記
長
は
「
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
の
早
期
解
決
を
求
め
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
本
部
大
会
の
追
加
方
針
を
説
明
し
つ
つ
報
告
。

最
後
に
「
①
大
同
団
結
の
維
持
、
②
政
治
対
策
、
③

我
々
の
側
の
要
求
討
論
の
積
み
重
ね
、
④
大
衆
行
動

の
継
続
強
化
」
を
訴
え
た
。

引
き
続
き
、
東
日
本
本
部
・
高
野
書
記
長
か
ら
、

①
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
、
労
働
条
件
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
、
②
中
労
委
和
解
協
議
の
経
過
と
今
後

の
進
め
方
、
③
組
織
・
強
化
拡
大
の
中
間
総
括
と
今

後
の
取
り
組
み
、
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

以
上
の
提
起
を
受
け
た
の
ち
、
福
田
弁
護
士
・
村

井
弁
護
士
・
岡
田
弁
護
士
・
鴨
田
弁
護
士
・
宮
里
弁

護
士
か
ら
「
出
向
・
配
転
等
差
別
事
件
及
び
バ
ッ
ジ

事
件
の
中
労
委
和
解
協
議
の
経
過
と
現
状
に
つ
い

て
」
報
告
を
受
け
た
。

本
部
・
東
日
本
本
部
に
対
し
て
四
件
の
質
問
が
出

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
的
確
な
回
答
が
行
わ
れ
、
闘
う
決

意
を
固
め
あ
っ
た
。

更
に
組
織
強
化
拡
大
へ
、
③
配
転
・
出
向
・
バ
ッ
ジ

事
件
等
の
包
括
的
和
解
協
議
か
ら
、
明
る
く
も
の
が

言
え
る
職
場
作
り
に
、
④
他
労
組
の
動
向
で
は
、
Ｊ

Ｒ
総
連
か

ら
九
州
ユ

ニ
オ
ン
が

脱
退
、
東

労
組
大
会

で
五
名
の

処
分
と
要

望
書
の
提

出
、
週
刊

現
代
発
行

へ
の
Ｊ
Ｒ

東
会
社
の

中
吊
り
広

と
職
場
に
お
け
る
変
化
、
③
今
年
に
入
っ
て
七
名

の
組
織
拡
大
、
④
Ｊ
Ｒ
総
連
と
東
労
組
の
ゆ
れ
る

現
状
、
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

交
流
会
は
今
年
に
入
り
国
労
加
入
を
勝
ち
取
っ

て
き
た
、
新
橋
・
上
野
両
支
部
と
神
奈
川
地
区
本

部
の
各
組
織
部
長
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

鈴
木
（
上
野
）
氏
は
「
事
務
係
の
合
理
化
が
予

想
さ
れ
、
分
会
も
不
安
は
あ
っ
た
が
、
彦
田
君
の

加
入
を
決
意
。
東
労
組
は
第
二
の
彦
田
を
出
す
な

と
、
以
降
活
動
を
活
発
化
。
四
月
に
東
日
本
青
年

部
か
ら
報
告
を
受
け
交
流
。
こ
の
中
で
『
組
合
加

入
は
大
き
い
と
こ
ろ
が
い
い
が
、
相
談
事
は
国
労

が
い
い
。
誰
が
仕
事
し
て
誰
が
し
て
い
な
い
か
、

若
い
世
代
は
見
て
い
る
』
と
報
告
を
受
け
て
き
た
」

と
報
告
。
中
山
（
新
橋
）
氏
は
「
今
年
に
入
っ
て

か
ら
の
取
り
組
み
で
、
何
を
や
っ
て
も
駄
目
！
か

ら
、
何
か
出
来
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
？
と
、
仲

間
の
意
識
が
変
っ
て
き
て
い
る
。
西
日
本
の
青
年

部
二
名
を
呼
び
、
交
流
を
行
っ
て
き
た
」
と
報
告
。

小
桜
（
神
奈
川
）
氏
は
「
組
織
減
少
に
危
機
感
を

持
つ
中
、
そ
れ
で
も
空
回
り
の
連
続
。
日
常
的
な

活
動
の
中
で
、
相
手
か
ら
国
労
加
入
の
相
談
が
さ

れ
た
」
と
報
告
。

七
月
一
日
北
区
滝
野
川
会
館
に
お
い
て
、
第
一

四
回
「
組
織
拡
大
・
労
働
条
件
改
善
」
経
験
交
流

集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
列
車
の
乱
れ
も
あ
り
仲
間
の
結
集
が
少

し
遅
れ
た
も
の
の
、
約
六
〇
名
の
参
加
で
交
流
を

開
始
し
た
。

阿
部
委
員
長
は
主
催
者
挨
拶
で
「
大
会
に
次
ぐ

重
要
な
交
流
会
と
位
置
づ
け
て
い
る
」
と
本
交
流

会
の
重
要
性
を
強
調
し
、
①
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
行

動
、
②
中
労
委
を
舞
台
と
し
た
和
解
協
議
の
流
れ

七
月
一
五
日
東
日
本
本
部
主
催
で
、
東
京
地
本
内

全
分
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

東
京
地
本
・
笹
原
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
主

催
者
の
東
日
本
本
部
・
伊
藤
委
員
長
は
「
闘
い
の
基

礎
は
職
場
に
あ
る
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
、
①
昨
年

の
大
会
以
降
の
総
団
結
・
総
決
起
の
取
り
組
み
、
②

一
三
名
の
国
労
加
入
。
安
全
安
定
輸
送
確
立
に
向
け

た
職
場
総
点
検
運
動
か
ら
職
場
改
善
を
取
り
組
み
、

す
か
？
』
と
言
わ
れ
ハ
ッ
と
し
た
」「
も
う
そ
ろ
そ

ろ
飲
み
友
達
か
ら
、
国
労
加
入
し
な
い
か
！
と
、
呼

び
か
け
を
開
始
し
て
い
き
た
い
と
思
う
」
と
、
決
意

を
含
め
多
く
の
取
り
組
み
の
教
訓
が
報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
笹
原
書
記
長
の
ま
と
め
で
、
九
月
に
予
定

し
て
い
る
定
期
地
方
大
会
ま
で
を
第
二
ゾ
ー
ン
と
し

て
取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
を
確
認
し
あ
い
、
丸
一

日
に
わ
た
る
交
流
を
実
り
あ
る
も
の
で
終
了
し
た
。
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一
人
ひ
と
り
か
ら

闘
争
団
の
現
状
と

闘
い
の
経
過
並
び

に
闘
い
へ
の
協
力
、

更
に
国
土
交
通
省

へ
の
要
請
が
訴
え

ら
れ
た
。
最

後
に
国
労
闘

争
団
全
国
連

絡
会
議
・
小

野
副
議
長
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
・
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
で
、
決
意
を
固
め
要
請
・
宣
伝
行
動
を
終
了

し
た
。

上
京
闘
争
団
員
は
、
国
土
交
通
省
前
宣
伝
行
動

終
了
後
も
ま
た
、
雨
の
中
を
各
駅
で
の
宣
伝
行
動

に
散
っ
て
い
っ
た
。

二
六
日
午
前
中
も
上
京
闘
争
団
員
独
自
で
の
都

内
宣
伝
行
動
が
取
り
組
ま
れ
た
。

う
状
態
に
。
曰
く
「
何
か
し
ゃ
べ
れ
よ
、
ほ
ら
！
」

「
何
し
に
来
た
ん
だ
よ
」
と
。
や
む
な
く
発
言
を
始

め
て
も
「
何
を
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
言
っ
て
る
ん
だ
」

「
そ
ん
な
事
聞
い
て
ね
え
」「
冗
談
じ
ゃ
な
い
、
ご

ま
か
す
な
」
「
じ
ゃ
あ
何
故
今
日
来
て
ん
だ
よ
」

「
新
妻
と
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
に
触
れ
ろ
」
と
凄
ま
れ

た
。
そ
の
後
も
、
議
長
は
し
つ
こ
く
九
州
ユ
ニ
オ

ン
代
議
員
に
発
言
さ
せ
よ
う
と
し
、
傍
聴
席
か
ら

「
喋
れ
！
何
黙
っ
て
る
！
お
前
ら
九
州
で
一
杯
言
っ

て
い
る
だ
ろ
！
」
な
ど
と
、
同
じ
Ｊ
Ｒ
総
連
の
仲

間
と
思
え
な
い
対
応
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
こ
れ
も

刑
事
事
件
と
な
っ
た
「
強
要
罪
」
に
な
る
か
と
、

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
さ
せ
ら
れ
る
。

今
も
我
々
の
人
格
的
代
表
と
し
て
、
大
所
高
所
か

ら
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

松
崎
前
顧
問
と
共
に
、
今
後
も
闘
っ
て
い
く
」
と

発
言
。
松
崎
氏
の
個
人
商
店
な
の
か
と
疑
い
た
く

も
な
る
。

と
に
か
く
、
仲
間
ど
う
し
の
醜
い
争
い
と
個
人

崇
拝
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
と
は
Ｊ
Ｒ
の
労
働
組
合

（
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
）
が
関
わ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
組
合
に
は
も
う
未
来

は
無
い
。
早
々
に
縁
を
切
り
、
国
鉄
労
働
組
合
に

結
集
し
よ
う
。

本
部
主
催
の
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
早
期
解
決
に

向
け
た
七
月
期
の
大
衆
行
動
が
、
七
月
二
四
日
と

二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
。

一
一
時
か
ら
の
午
前
中
は
、
東
京
駅
丸
の
内
北

口
・
新
宿
駅
西
口
・
上
野
駅
広
小
路
口
の
三
個
所

で
横
断
幕
を
掲
出
、
チ
ラ
シ
配
布
、
マ
イ
ク
に
よ

る
街
頭
宣
伝
が
行
わ

れ
た
。
上
野
駅
広
小

路
口
で
は
、
地
本
・

中
里
執
行
委
員
の
司

会
で
始
ま

り
、
東
日

本
本
部
・

伊
藤
委
員

長
の
挨
拶

の
後
、
佐

世
保
闘
争

団
・
松
本
、

筑
豊
闘
争
団
・
山
口
、
稚
内
闘
争
団
・
鈴
木
各
氏

か
ら
闘
争
団
の
現
状
と
闘
い
の
経
過
並
び
に
闘
い

へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
次
に
水
戸
地
本
・
塚

原
、
大
宮
地
区
本
部
・
韮
沢
、
上
野
支
部
・
松
川

各
氏
か
ら
も
闘
い
の
経
過
並
び
に
Ｊ
Ｒ
に
お
け
る

闘
い
へ
の
協
力
呼
び
掛
け
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に

東
京
地
本
山
本
執
行
委
員
か
ら
「
何
と
し
て
も
今

年
中
に
解
決
に
向
け
た
足
が
か
り
を
つ
け
た
い
。

政
治
の
責
任
で
解
決
を
図
る
よ
う
に
全
力
を
挙
げ

る
」
と
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
国
土
交
通
省
前
で
の
行
動
が
取
り

組
ま
れ
た
。
芝
崎
中
執
の
司
会
で
始
ま
り
、
関
東

各
地
本
か
ら
の
取
り
組
み
報
告
と
国
土
交
通
省
へ

の
要
請
が
訴
え
ら
れ
た
。
続
い
て
上
京
闘
争
団
員

ま
た
こ
の
組
合
は
、
松
崎
さ
ん
が
あ
っ
て
初
め

て
成
り
立
つ
の
か
？
と
思
わ
せ
ら
れ
る
発
言
の
オ

ン
パ
レ
ー
ド
が
ま
だ
続
い
て
い
る
。

小
田
委
員
長
は
主
催
者
挨
拶
で
「『
心
の
塾
』
に

参
加
し
た
ら
松
崎
さ
ん
も
来
ら
れ
て
、
話
を
聞
い

た
。
松
崎
さ
ん
は
『
自
分
は
改
革
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、
失
敗
し
た
ら
自
ら
命
を
絶
つ
と
決
意
し

て
望
ん
だ
』
と
言
わ
れ
た
。
感
服
し
た
。
こ
の
松

崎
さ
ん
と
共
に
向
こ
う
一
年
皆
さ
ん
と
共
に
闘
う
」

と
述
べ
た
り
、
山
下
書
記
長
は
集
約
で
「
国
鉄
改

革
を
指
導
し
、
東
労
組
・
Ｊ
Ｒ
総
連
を
創
設
し
、

①
署
名
の
撤
回
を
求
め
る
。
②
良
く
す
る
会
の
解

散
を
求
め
る
。
と
い
う
見
解
を
表
明
し
た
。

こ
の
見
解
に
対
し
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
良
く
す
る

会
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
①
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
入
る
。
②
具
体
的
な
事
実
を
も
っ
て
『
要
請
さ

れ
る
事
由
が
あ
る
』
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み

を
展
開
す
る
。
③
こ
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
い
う
公
共

性
の
高
い
企
業
の
労
働
組
合
の
内
部
に
お
い
て
、

い
か
な
る
事
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
！
公
開
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
！
と
、

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

か
つ
て
の
仲
間
ど
う
し
の
醜
い
争
い
に
す
ぎ
な

い
が
、
こ
と
は
Ｊ
Ｒ
の
労
働
組
合
が
関
わ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
組
合
に
は
も
う

未
来
は
無
い
。
早
々
に
縁
を
切
り
、
国
鉄
労
働
組

合
に
結
集
し
よ
う
。

Ｊ
Ｒ
総
連
第
二
二
回
定
期
全
国
大
会
が
、
六
月

四
日
・
五
日
に
水
上
で
開
催
さ
れ
た
。

本
大
会
の
メ
イ
ン
は
、
何
と
い
っ
て
も
二
月
九

日
の
中
央
委
員
会
で
設
置
さ
れ
た
九
州
ユ
ニ
オ
ン

に
対
す
る
統
制
委
員
会
の
答
申
を
受
け
る
こ
と
だ

っ
た
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
訳
か
、
第
九
号
議
案

と
な
っ
て
い
た
統
制
委
員
会
答
申
は
出
さ
れ
ず
、

報
告
を
受
け
た
だ
け
で
「
統
制
委
員
会
の
結
論
が

出
た
時
点
で
臨
時
の
機
関
を
召
集
し
て
審
議
す
る

（
山
下
書
記
長
）」
と
、
持
越
し
と
な
っ
た
模
様
だ
。

し
か
し
大
会
で
は
、
発
言
し
よ
う
と
し
な
い
九

州
ユ
ニ
オ
ン
代
議
員
に
向
か
っ
て
、
議
長
が
強
制

的
に
発
言
さ
せ
、
野
次
と
怒
号
に
包
ま
せ
る
と
い

司
・
本
間
雄
治
・
峰
田
尚
男
氏
と
要
請
代
表
者
及

び
署
名
各
位
代
行
人
と
し
て
轟
道
弘
弁
護
士
が
名

を
連
ね
て
い
る
。

六
月
一
一
日
か
ら
一
三
日
ま
で
高
崎
市
で
開
催

さ
れ
た
第
二
二
回
東
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
中

央
本
部
定
期
大
会
当
日
の
一
一
日
、
一
九
〇
〇
名

を
超
え
る
署
名
付
要
請
書
が
斉
藤
・
柳
両
執
行
委

員
に
手
渡
さ
れ
た
。

要
請
書
に
は
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
中
央
本
部
は
、
①

制
裁
を
は
じ
め
と
す
る
統
制
権
の
行
使
は
、
あ
く

ま
で
労
働
条
件
の
維
持
、
改
善
を
は
か
る
と
い
う

目
的
の
た
め
の
組
合
活
動
に
関
し
て
行
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
②
職
場
で
発
生
し
て
い
る
同
じ
Ｊ
Ｒ

東
労
組
組
合
員
に
対
す
る
様
々
な
嫌
が
ら
せ
、
差

別
行
為
を
放
置
せ
ず
直
ち
に
是
正
す
る
こ
と
。
③

規
約
の
拡
大
解
釈
・
事
実
に
基
づ
か
な
い
虚
偽
の

理
由
に
よ
る
制
裁
の
乱
発
を
直
ち
に
中
止
す
る
こ

と
。
④
職
場
組
合
員
の
率
直
な
意
見
に
耳
を
傾
け

る
と
と
も
に
、
地
方
組
織
か
ら
の
要
請
書
に
対
し

て
責
任
を
持
っ
て
誠
実
に
答
え
る
こ
と
」
と
書
い

て
あ
り
、「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
良
く
す
る
会
」
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
る
と
、
手
渡
し
た
際
、
轟
道
弘
弁
護
士
は

「
今
後
、
情
報
公
開
法
に
基
づ
き
、
外
部
監
査
請
求

を
行
い
ま
す
か
ら
お
伝
え
下
さ
い
」
と
申
し
入
れ

た
よ
う
だ
。

こ
の
申
し
入
れ
に
対
し
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
は
、

「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
良
く
す
る
会
」
と
い
う
の
が

で
き
た
。
代
表
は
内
谷
仁
・
斉
藤
藤
俊
・
篠
塚
哲


